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○○一年） 、王文亮『二一世紀に向ける中国の社会保障』 （日本僑報社 　
二○○一年）をあげたい。先にあげた三つの柱のほか、最低生活保障、公的介護、労働災害保険、女性の出産・育児保障 問題も取り上げている。大塚正修・日本経済研究センター編『中国社会 改革 衝撃』 （勁草書房 　二○○二年）は、日本と中国の専門家による共同研究成果で、問題点を簡潔にまとめてある上 馴染みのない読者向けのコラムがわかり易い。田多英範編『現代中国の社会保障制度』 （流通経済大学出版 　二○○四年）では、社会主義経済時代の社 と現在の同制度に関わる中国の中央・地方財政の関係が言及されている。張紀潯による『現代中国社会保障論』 （創成社 　二○○一年）では都市部を中心 社会保障を包括的に捉え、多数の項目を取り上げた。社会保障政策と制度を一九四九年の中華人民共和 成立以前に遡って解説し、現状を詳細に記述している。
年金制度にも国有企業改革の影響




































働・社会保障部が設置され、関連度の修正と拡充に取組んでいる。一九九九年から中国語年鑑『中国労働和社会保障年鑑』 （中国労働社会保障出版社）を出版し、一年間の制度の変化や新たな問題を詳述している。日本語資料では中国研究所編『中国年鑑』 （創土社）の社会保障 医療の項目が年毎の変化を報じている。
今の時点ではどの資料でも改革の
さなかにある新制度 一つ一つが、急速な変化に合わせて修正・安定し、十分機能するまでにはかなりの時間がかかると考えられている。
（
 いとう 　えりか／アジア経済研究所図書館）
伊藤えりか
レファレンスコーナー中 の社会保障改革
